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＜ 主催・問い合わせ ＞

　　　　　　　　　　　2016 年改定された IASSW／ IFSWソーシャルワークの
　　　　　　　　　グローバル定義は、そのなかに “Indigenous” という言葉を使う。
世界のソーシャルワークにあっては現在いずこに行っても “Indigenization” の語を聞く。
日本の参加者は日本における “Indigenous social work” とは何かを考えてほしい。
それなくして世界のソーシャルワーク、その世界定義、ソーシャルワークのなんたるか
を正しく理解することは不可能であろう。議論をしよう。世界（西洋生まれの専門職
ソーシャルワーク）のグローバリゼーションの波に抗して。

会場 日本ソーシャルワーク教育学校連盟　研修室
（東京都港区港南 4-7-8  都漁連水産会館 6 階）

日時 年 月 日2019 （土）12 21 13:00~

第 4回 淑徳大学 アジア国際社会福祉研究所国際学術フォーラム

＂グローバル定義＂Indigenous knowledge の意味

世界のソーシャルワークへの異議申し立て

Indigenization
は答えになるのか 
イ ン デ ィ ジ ニ ゼ ー シ ョ ン

お申し込みはこちら ▶

文部科学省「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」

後援：アジア太平洋ソーシャルワーク教育連盟


